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 「ひいじいちゃん、くすりはのんだで。」 

わたしのまいにちのことばです。わたしのひいじいちゃんは、かなりのちほうしょうと、

びょういんでしんだんされています。きょうなんにちか、なにをたべたか、なにをしたか、

わすれてしまいます。 

まいにちデイサービスにかよっています。４じにびょういんの人がいえにおくってくれま

す。「ありがとうございました」とむかえにでるのが、わたしのやくめです。とけいをみて、

４じがちかづくと、わたしは耳をすませます。「あ、ドアがあいた」いそいでげんかんには

しります。 

でも、ときどき（めんどくさいなぁ）とおもうときがあります。まいにち、なんかいもお

なじことをききにきます。わたしは、かぞえたことがあります。２０かいです。（あー、く

たびれた）と、こころのなかで、いつもおもいます。 

あるときわたしは、ひいじいちゃんがきいてくることをむししたことがあります。「もう、

いまいうたやん」といって、こたえてあげませんでした。そんなことがなんどかありました。 

ときどき、ばあちゃんから、かぞくぜんいんにしゅうごうがかかります。みんなのこころ

がおれそうになったときです。それぞれの、ひいじいちゃんにたいしての、やくわりぶんた

んのかくにんです。 

そのときいつもばあちゃんがいうのは、 

 「わすれてしまうびょうきは、ひいじいちゃんがなろうとおもってなったわけじゃないや

ろ。みんなでちからをあわせてがんばろうな。やさしいきもちをわすれんといてよ。」 

といいます。 

 わたしは「ドキッ」としました。わたしがひいじいちゃんのこと、むししているのを、ば

あちゃんはしっているのかな。こころがいたみました。きゅんとくるしくなりました。わた

しは「はぁー」と、いきをはきました。 

 １ぷんまえのことをわすれてしまうひいじいちゃん。そのひいじいちゃんはいつも、 

 「おまえはかしこいのう。かわいいのう。」 

と、わたしのあたまをなでます。そんなときわたしは、（ごめんな、ひいじいちゃん、むし

して。こんどはちゃんとはなしをきくから）と、こころのなかでおもいます。 

 わたしはきめました。わすれても、わすれてもいいよ。しかたないよ。なんどでもおなじ

ことをいって、わたしがひいじいちゃんのぶんまでおぼえているからね。たいへんだけど。

でも、わたしのこと、かわいいとおもっていることだけはわすれないもんね。いつもいちば

んにわたしのなまえをよんでくれるよね。 

 これからもできるだけ、ひいじいちゃんのおせわをがんばろうとおもいます。やさしいお

もいやりのきもちを、わすれなければだいじょうぶ。でも、こころがおれそうになったら、

また、しゅうごうをかけてな！わたしにパワーをださせてな、ばあちゃん！ 


